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議 会 だ よ り 令和 4 年第 1 回臨時会

新
し
い
議
会
構
成
決
ま
る

　
　
　
梶
木
裕
文
、
平
田
昌
隆

　
　
　
杉
岡
雅
司

議
案
概
要

〇 

令
和
４
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
７
号
）
の
専
決
処
分
の
報
告

（
全
員
賛
成
）

　
補
正
予
算
額
は
９
４
６
３
万
円
の
増
額

で
、
補
正
内
容
は
、
衛
生
費
で
新
た
に
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対

応
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
に
か
か
る
事
業

費
。
主
な
も
の
は
、
集
団
接
種
業
務
に
係

る
医
師
等
謝
礼
、
人
材
派
遣
業
務
委
託
料

及
び
機
器
等
借
上
料
等
、
ま
た
、
シ
ス
テ

ム
改
修
委
託
料
及
び
町
内
医
療
機
関
で
の

個
別
接
種
に
伴
う
予
防
接
種
委
託
料
等
。

歳
入
補
正
は
国
庫
支
出
金
。

町
議
会
委
員
会
委
員
名
簿（
敬
称
略
）

■
常
任
委
員
会

〇
総
務
文
教
委
員
会

委
員
長
　
　
藤
井
誠
人

副
委
員
長
　
梅
谷
裕
規

委
員
　
吉
田
容
工
、
竹
邑
利
文

　
　
　
梶
木
裕
文
、
平
田
昌
隆

〇
厚
生
建
設
委
員
会

委
員
長
　
　
持
田
尚
顕

副
委
員
長
　
杉
岡
雅
司

委
員
　
西
川
六
男
、
古
立
憲
昭

　
　
　
安
田
喜
代
一
、
村
上
清
司

　
　
　
岡
本
充
弘

■
議
会
運
営
委
員
会

委
員
長
　
　
梶
木
裕
文

副
委
員
長
　
岡
本
充
弘

委
員
　
古
立
憲
昭
、
梅
谷
裕
規

　
　
　
持
田
尚
顕
、
杉
岡
雅
司

■
特
別
委
員
会

〇 

田
原
本
町
小
中
学
校
施
設
再
配
置
検
討

特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
𠮷𠮷
𠮷
𠮷
𠮷

副
委
員
長
　
梅
谷
裕
規

委
員
　
西
川
六
男
、
古
立
憲
昭

　
　
　
安
田
喜
代
一
、　
梶
木
裕
文

　
　
　
持
田
尚
顕

〇
議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長
　
　
藤
井
誠
人

副
委
員
長
　
岡
本
充
弘

委
員
　
竹
邑
利
文
、
村
上
清
司

　
令
和
４
年
田
原
本
町
議
会
「
第
１
回
臨

時
会
」
が
10
月
６
日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
臨
時
会
で
は
補
正
予
算
の
議
案
審
議
、

正
副
議
長
選
挙
が
行
わ
れ
、
議
長
に
植
田

昌
孝
議
員
、
副
議
長
に
古
立
憲
昭
議
員
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
常
任
委
員
会
、
議
会
運
営
委
員

会
の
委
員
の
選
任
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、

正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
監
査
委
員
（
議
会
選
出
）
に
は
、

村
上
清
司
議
員
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

議
長
に
植
田
昌
孝
議
員

副
議
長
に
古
立
憲
昭
議
員

適
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
鋭
意
努
力
し

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
令
和
5
年
度
末
供
用
開
始
に
向
け
、
田
原

本
駅
前
南
地
区
市
街
地
再
開
発
ビ
ル
の
整

備
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
平
成
22
年
に

田
原
本
駅
西
側
の
駅
前
広
場
が
完
成
し
、
多

く
の
住
民
の
皆
様
か
ら
利
便
性
が
高
ま
っ

た
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
回
の
再
開
発
ビ
ル
に
よ
り
ま
し
て
、
駅
周

辺
が
さ
ら
に
活
性
化
し
、
こ
の
エ
リ
ア
か
ら

様
々
な
思
い
出
や
人
生
が
創
ら
れ
て
い
く

こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

　
町
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
町
民
に
開
か

れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
の
I
C
T
化

等
に
つ
い
て
改
革
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
今
後
も
持
続
的
な
議
会
改
革
を
一
層
進

め
、
二
元
代
表
制
の
一
翼
を
担
う
機
関
と
し

て
、
行
政
と
十
分
に
議
論
を
す
る
と
と
も
に

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
果
た
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
引
き
続

き
温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、
就
任
の
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
は
、
平
素
か
ら
町
議
会
に

対
し
ま
し
て
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
は
10
月
の
第
１
回
臨
時
会

に
お
き
ま
し
て
、
議
員
各
位
の
ご
支
援
を
賜

り
、
議
長
、
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た

こ
と
は
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
、
ま
た
、

改
め
て
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
身
の

引
き
締
ま
る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
さ

ら
に
自
ら
研
さ
ん
に
努
め
、
議
会
の
活
性
化

を
図
り
ま
す
と
と
も
に
、
審
議
の
場
に
お
い

て
も
柔
軟
か
つ
的
確
に
対
応
で
き
る
よ
う
、

植田昌孝議長古立憲昭副議長

議
長
・
副
議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　10 月 11 日、田原本小学校で運動会が行
われました。
　澄み切った秋空の下で、徒競走や玉入れ・
リレー・大繩跳びなどの競技に児童たちは競
い合ったり協力しながら全力で取り組んでい
ました。
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奈
良
田
原
本
流
鏑
馬
ま
つ
り
が

3
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
す

　
11
月
27
日
に
、
第
2
回
奈
良
田
原
本

流
鏑
馬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。（
詳
細
は
本
紙
15
ペ
ー

ジ
）

　
令
和
元
年
12
月
に
奈
良
田
原
本
流
鏑

馬
ま
つ
り
が
初
め
て
開
催
さ
れ
ま
し
た

際
に
は
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き

大
好
評
で
し
た
が
、
ほ
ど
な
く
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世
界
的
流
行

が
始
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
そ
の
後
は
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
る
今
回
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
と
地

域
の
発
展
を
目
指
し
て
成
功
さ
れ
る
こ

と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
田
原
本
町
流
鏑
馬
実
行

委
員
会
に
よ
る
実
行
委
員
会
形
式
で
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
開
催
に
あ
た
っ
て

は
、
前
回
同
様
、
地
方
創
生
の
交
付
金

や
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
、
地
域
の
皆

様
か
ら
の
協
賛
金
、
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
を
活
用
し
資
金
調
達
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　
田
原
本
と
流
鏑
馬
の
つ
な
が
り
は
古

く
、
1
3
8
4
年
の
歴
史
書
物
「
長
川

流
鏑
馬
日
記
」
に
は
法
貴
寺
を
拠
点
と

す
る
「
法
貴
寺
党
」
と
い
う
武
士
団
が

春
日
若
宮
お
ん
祭
に
て
流
鏑
馬
を
奉
納

し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
町
の

歴
史
に
強
く
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。
本

町
の
歴
史
的
な
魅
力
が
復
活
し
、
地
域

に
眠
る
文
化
的
遺
産
に
光
が
当
た
る
こ

と
は
町
と
し
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
流
鏑
馬
ま
つ
り
が
、
今
後
も
地
域
の

皆
様
に
愛
さ
れ
田
原
本
町
を
代
表
す
る

行
事
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
お
り
ま
す
。


